
恵庭渓谷
紅葉バス



恵庭渓谷から流れた水を、湖に
ためて生活水に
えにわ湖（漁川ダム）
漁川ダムの建設によって生まれた人造
湖。周囲の深い緑が湖面に反射し、な
んともすがすがしい景観です。ダム堤
の下流には広大な芝生が広がり、バー
ベキューコーナーやあずまやが整備さ
れた「自由広場」があります。また、
ダム完成時に植樹された桜が成長し、
春には大勢の市民が「桜公園」で花見
を楽しみます。

その滝の奥には、秘宝が眠る伝
説がある
三段の滝
オショロコマやニホンザリガニが生息
する恵庭渓谷。市街地から札幌・支笏
湖方面に向かい最初に見られる滝。三
つの石段を滑り落ちるように流れる水
面に木々が影絵のように映り、息をの
むほどの美しさです。この滝の奥に
は、義経の財宝が埋められているとい
う伝説の谷「熊の沢」があるとの言い
伝えがあります。

板状節理の岩盤に、森林鉄道
の線路跡も残す
ラルマナイの滝
どことなく苔の香りがして、日本庭園
のような趣。滝にかかる橋からは、川
底に続く溶岩の板状節理や鉄道跡を見
ることができ、かつての産業が自然界
に見え隠れする、なんとも不思議な光
景が楽しめます。運がよければカワセ
ミやカラスアゲハを見ることもできま
す。
□ 普13台、大3台

生き生きとした、みごとな水の舞
が見られる
白扇の滝
高さ15ｍ、幅18ｍの水流がしぶきを
あげて流れ落ちる様子は、まるで白い
扇のよう。雪解けのころの激流、真夏
の清涼感、紅葉の艶やかさ、冬の氷
瀑、どの季節も表情豊かです。北海道
観光百景に選ばれたことがあり、恵庭
渓谷第一の名勝地です。
□ 普12台、大2台

　
17
世
紀
こ
ろ
、
恵
庭
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ふ
く
む
石
狩
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松
前
藩
の
代
表
的
交
易
品
だ
っ
た
鷹
の
主
要
産
地

で
、
鷹
を
捕
ま
え
る
「
鳥
屋
場
」
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く
あ
り
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し
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蝦
夷
地
で
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や
砂
金
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と
れ
な
く
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と
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木
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。
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こ
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け
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人
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め
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し
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初
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島
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、
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内
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伐
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出
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、
宝
暦
年
間
に
は
漁
川
上
流
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あ
る
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東
山
麓
な
ど
石
狩
の
山
林
で
エ
ゾ
マ
ツ
の
伐
採
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め
ま
し
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春
の
雪
ど
け
水
を
利
用
し
て
、
伐
り

出
し
た
木
材
を
漁
川
上
流
か
ら
石
狩
川
の
河
口
ま

で
流
送
し
、
船
で
江
戸
や
大
坂
に
運
び
ま
し
た
。

当
時
、
木
目
の
美
し
い
エ
ゾ
マ
ツ
は
「
蝦
夷
檜
」
と

呼
ば
れ
、
江
戸
で
珍
重
さ
れ
た
の
で
す
。

　
漁
川
流
域
の
木
材
伐
採
は
、
幕
末
か
ら
恵
庭
の

主
要
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
続
け
ら
れ
、
木
材
の
搬

出
は
漁
川
を
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
２
７

年
、
水
力
発
電
所
の
建
設
資
材
を
運
ぶ
た
め
に
、

恵
庭
駅
か
ら
漁
川
に
沿
っ
て
鉄
道
の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
鉄
道
は
木
材
運
搬
用
と
し
て

使
用
さ
れ
、
年
間
に
約
14
万
石
の
原
木
を
伐
り
出

し
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　
１
９
５
５
年
に
は
軌
道
が
撤
去
さ
れ
、
や
が
て

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
代
わ
り
ま
す
。
い
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も
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道
恵
庭
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７
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沿
い
に
は
、
当
時
の

鉄
道
跡
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
漁
川
上
流
で

エ
ゾ
マ
ツ
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
た

恵庭渓谷の
美しい森と滝には

歴史とロマンがあります
エゾマツ、ナラ、カシワ、ハンノキなど原生林が生い茂る恵庭渓谷。

「義経黄金伝説」の地としても知られるなど、歴史や伝説が静かに眠っています。


